
山
梨
県
公
報
　
　
第
百
六
十
二
号
　
　
令
和
三
年
一
月
二
十
八
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、六
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

二
一

山
梨
県
公
報

第
百
六
十
二
号

令
和
三
年

一
月
二
十
八
日

木　曜　日

目

次

告

示

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
一
部
変
更
の
認
可	

二
一

○
県
営
土
地
改
良
事
業
の
完
了	

二
一

○
道
路
の
区
域
変
更
（
三
件
）	

二
一

○
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
道
路
位
置
指
定	

二
二

公

告

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
見
地
か
ら
の
意
見	

二
二

○
公
共
測
量
の
実
施	

二
三

○
開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て	

二
三

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て	

二
三

選
挙
管
理
委
員
会

○
政
治
団
体
の
名
称
等
の
届
出	

二
三

そ

の

他

○
漁
業
法
に
よ
る
水
産
動
植
物
の
取
扱
い
の
指
示	

二
五

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
十
六
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
三

年
一
月
二
十
二
日
竜
王
土
地
改
良
区
の
定
款
の
一
部
変
更
を
認
可
し
た
。

令
和
三
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

山
梨
県
告
示
第
十
七
号

県
営
土
地
改
良
事
業
（
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
富
士
西
麓
高
原
地
区
）
の
工
事
は
、
令
和
元
年
九
月

二
十
六
日
を
も
っ
て
完
了
し
た
。

令
和
三
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

山
梨
県
告
示
第
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
峡
北
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
三
年
二
月
十
八
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
線
名
　
茅
野
北
杜
韮
崎
線

三
　
道
路
の
区
域

区
間

旧
新

の
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

北
杜
市
長
坂
町
富
岡
字
富
岡
六
九
番
二
地
先
か
ら

北
杜
市
長
坂
町
富
岡
字
富
岡
六
九
番
一
地
先
ま
で

旧

一
〇
・
〇
～

　
　
　
一
〇
・
五

　
　
一
四
・
五

新

一
〇
・
四
～

　
　
　
一
二
・
三

　
　
一
四
・
五

山
梨
県
告
示
第
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
三
年
二
月
十
八
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
道
路
の
種
類
　
一
般
国
道

二
　
路
線
名
　
百
四
十
号

三
　
道
路
の
区
域

区
間

旧
新

の
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

甲
府
市
向
町
字
遠
免
三
〇
七
番
一
地
先
か
ら

甲
府
市
下
曽
根
町
字
一
丁
田
一
四
八
六
番
一
地
先

ま
で

旧

六
・
五
～

　
　
　
四
二
・
一

七
四
三
三
・
三

甲
府
市
白
井
町
字
元
河
原
一
九
四
四
番
六
地
先
か

ら甲
府
市
下
曽
根
町
字
一
丁
田
一
四
八
六
番
一
地
先

ま
で

一
九
・
二
～

　
　
一
七
五
・
四

四
三
八
五
・
六

甲
府
市
向
町
字
遠
免
三
〇
七
番
一
地
先
か
ら

甲
府
市
下
曽
根
町
字
一
丁
田
一
四
八
六
番
一
地
先

ま
で

新

六
・
五
～

　
　
　
四
二
・
一

七
四
三
三
・
三

一
九
・
二
～

　
　
一
七
五
・
四

九
一
四
〇
・
七



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
六
十
二
号
　
　
令
和
三
年
一
月
二
十
八
日

二
二

山
梨
県
告
示
第
二
十
一
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
告
示
す
る
。
そ
の
関
係
図
書
は
、
山
梨
県
中
北
建
設
事
務
所

（
峡
北
支
所
を
除
く
。
）
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
指
定
の
年
月
日
　
令
和
三
年
一
月
二
十
日

二
　
指
定
道
路
の
位
置
　
中
央
市
布
施
字
冷
久
保
三
千
四
百
十
五
番
九

三
　
指
定
道
路
の
幅
員
　
最
大
五
・
〇
二
メ
ー
ト
ル
　
最
小
五
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
　
指
定
道
路
の
延
長
　
三
十
三
・
四
五
メ
ー
ト
ル

公
　
　
　
告

◉
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
見
地
か
ら
の
意
見

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
留
市

か
ら
聴
取
し
た
意
見
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
及
び
縦
覧
に

供
す
る
。

令
和
三
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地
　
ス
ー
パ
ー
公
正
屋
都
留
店
　
山
梨
県
都
留
市
四
日
市
場

三
十
七
番
地
の
四

二
　
届
出
の
内
容
　
変
更

区
間

旧
新

の
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
字
梅
ノ
木
一
五
三
八
番
三
地

先
か
ら

甲
州
市
塩
山
下
粟
生
野
字
中
田
前
七
四
七
番
一
地

先
ま
で

旧

四
・
一
～

　
　
　
二
〇
・
六

　
八
〇
五
・
四

甲
州
市
塩
山
赤
尾
字
堰
口
二
七
七
番
一
地
先
か
ら

甲
州
市
塩
山
下
粟
生
野
字
中
田
前
七
四
七
番
一
地

先
ま
で

一
〇
・
二
～

　
　
一
五
六
・
〇

　
六
二
七
・
八

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
字
梅
ノ
木
一
五
三
八
番
三
地

先
か
ら

甲
州
市
塩
山
下
粟
生
野
字
中
田
前
七
四
七
番
一
地

先
ま
で

新

四
・
一
～

　
　
　
二
〇
・
六

　
八
〇
五
・
四

一
〇
・
二
～

　
　
　
五
二
・
五

　
七
八
四
・
五

山
梨
県
告
示
第
二
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
三
年
二
月
十
八
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
線
名
　
塩
山
停
車
場
大
菩
薩
嶺
線

三
　
道
路
の
区
域

区
間

旧
新

の
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

甲
府
市
向
町
字
遠
免
三
〇
七
番
一
地
先
か
ら

甲
府
市
下
曽
根
町
字
一
丁
田
一
四
八
六
番
一
地
先

ま
で

旧

六
・
五
～

　
　
　
四
二
・
一

七
四
三
三
・
三

甲
府
市
白
井
町
字
元
河
原
一
九
四
四
番
六
地
先
か

ら甲
府
市
下
曽
根
町
字
一
丁
田
一
四
八
六
番
一
地
先

ま
で

一
九
・
二
～

　
　
一
七
五
・
四

四
三
八
五
・
六

甲
府
市
向
町
字
遠
免
三
〇
七
番
一
地
先
か
ら

甲
府
市
下
曽
根
町
字
一
丁
田
一
四
八
六
番
一
地
先

ま
で

新

六
・
五
～

　
　
　
四
二
・
一

七
四
三
三
・
三

一
九
・
二
～

　
　
一
七
五
・
四

九
一
四
〇
・
七

区
間

旧
新

の
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
字
梅
ノ
木
一
五
三
八
番
三
地

先
か
ら

甲
州
市
塩
山
下
粟
生
野
字
中
田
前
七
四
七
番
一
地

先
ま
で

旧

四
・
一
～

　
　
　
二
〇
・
六

　
八
〇
五
・
四

甲
州
市
塩
山
赤
尾
字
堰
口
二
七
七
番
一
地
先
か
ら

甲
州
市
塩
山
下
粟
生
野
字
中
田
前
七
四
七
番
一
地

先
ま
で

一
〇
・
二
～

　
　
一
五
六
・
〇

　
六
二
七
・
八

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
字
梅
ノ
木
一
五
三
八
番
三
地

先
か
ら

甲
州
市
塩
山
下
粟
生
野
字
中
田
前
七
四
七
番
一
地

先
ま
で

新

四
・
一
～

　
　
　
二
〇
・
六

　
八
〇
五
・
四

一
〇
・
二
～

　
　
　
五
二
・
五

　
七
八
四
・
五



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
六
十
二
号
　
　
令
和
三
年
一
月
二
十
八
日

二
三

五
百
五
十
二
の
四
ま
で
、
五
百
五
十
四
の
一
、
五
百
五
十
四
の
二
、
五
百
五
十
五
、
五
百
五
十
六
、

五
百
五
十
九
、
五
百
六
十
一
の
一
か
ら
五
百
六
十
一
の
五
ま
で
、
五
百
六
十
三
の
二
、
五
百
六
十
四

の
三
及
び
五
百
七
十
四
の
二
の
一
部
並
び
に
井
之
上
字
大
塚
千
九
百
十
一
の
三
の
一
部
、
千
九
百
十

一
の
四
の
一
部
、
千
九
百
十
二
の
三
、
千
九
百
十
二
の
四
の
一
部
、
千
九
百
四
十
六
の
二
、
千
九
百

四
十
七
の
三
、
千
九
百
四
十
八
の
三
、
千
九
百
五
十
二
の
三
、
千
九
百
五
十
二
の
四
及
び
千
九
百
五

十
五
の
一
か
ら
千
九
百
五
十
五
の
五
ま
で
並
び
に
字
新
畑
千
九
百
五
十
六
の
一
か
ら
千
九
百
五
十
六

の
四
ま
で
、
千
九
百
五
十
七
、
千
九
百
九
十
五
の
三
十
八
、
千
九
百
九
十
五
の
四
十
五
の
一
部
、
千

九
百
九
十
五
の
四
十
八
及
び
千
九
百
九
十
五
の
四
十
九
、
道
並
び
に
水
の
区
域

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類

位
置
及
び
区
域

道
路

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
峡
東
建
設
事
務
所
及
び
笛
吹
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
　
笛
吹
市
八
代
町
南
五
百
六
十
一
番
地
　
笛
吹
農
業
協

同
組
合
　
代
表
理
事
　
小
池
一
夫

◉
　
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

令
和
三
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称
　
富
士
吉
田
市
上
吉
田
字
唐
松
入
四
千
八
百
四
十

番
一
の
一
部
及
び
四
千
八
百
四
十
番
内
一
の
一
部
の
区
域

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
　
山
梨
県
富
士
吉
田
市
上
吉
田
四
千
八
百
四
十
番
地
　

株
式
会
社
セ
イ
フ
コ
　
代
表
取
締
役
　
渡
邊
忠
隆

選
挙
管
理
委
員
会

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
及
び
第
十
七

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
次
の
と
お
り
あ
っ
た
。

三
　
届
出
の
公
告
日
　
令
和
二
年
九
月
十
四
日

四
　
意
見
の
概
要
　
交
通
安
全
対
策
の
実
施

五
　
縦
覧
場
所
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
山
梨
県
庁
別
館
二
階
　
山
梨
県
県
民
情
報

セ
ン
タ
ー

六
　
縦
覧
期
間
　
こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
一
日
ま
で

◉
　
公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
峡
南
建
設
事
務
所
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け

た
の
で
、
同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
三
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
測
量
の
種
類
　
公
共
測
量
（
数
値
地
形
測
量
）

二
　
測
量
の
地
域
　
山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
和
田
地
内

三
　
測
量
の
期
間
　
令
和
三
年
一
月
十
九
日
か
ら
同
年
七
月
三
十
日
ま
で

◉
　
開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

令
和
三
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称
　
笛
吹
市
御
坂
町
金
川
原
字
八
反
久
保
四
百
八
十

五
の
三
の
一
部
、
四
百
八
十
五
の
五
の
一
部
、
四
百
八
十
八
の
一
、
四
百
八
十
八
の
三
、
四
百
八
十

八
の
四
の
一
部
、
四
百
八
十
八
の
五
、
四
百
九
十
四
の
一
か
ら
四
百
九
十
四
の
六
ま
で
、
四
百
九
十

五
の
一
、
四
百
九
十
六
の
一
か
ら
四
百
九
十
六
の
三
ま
で
、
四
百
九
十
八
、
四
百
九
十
八
の
二
、
四

百
九
十
九
、
五
百
の
三
、
五
百
六
の
二
の
一
部
、
五
百
六
の
三
の
一
部
、
五
百
六
の
四
か
ら
五
百
六

の
七
ま
で
、
五
百
二
十
八
の
三
の
一
部
、
五
百
二
十
九
の
一
か
ら
五
百
二
十
九
の
五
ま
で
、
五
百
二

十
九
の
六
の
一
部
、
五
百
二
十
九
の
七
、
五
百
二
十
九
の
八
、
五
百
三
十
一
の
一
、
五
百
三
十
一
の

二
の
一
部
、
五
百
三
十
一
の
三
の
一
部
、
五
百
三
十
一
の
四
の
一
部
、
五
百
三
十
一
の
五
、
五
百
三

十
一
の
六
、
五
百
三
十
三
の
一
か
ら
五
百
三
十
三
の
三
ま
で
、
五
百
三
十
六
、
五
百
三
十
七
の
一
、

五
百
三
十
七
の
二
、
五
百
三
十
九
の
一
、
五
百
三
十
九
の
二
、
五
百
四
十
の
一
か
ら
五
百
四
十
の
四

ま
で
、
五
百
四
十
一
の
一
、
五
百
四
十
一
の
二
、
五
百
四
十
二
の
一
、
五
百
四
十
二
の
二
、
五
百
四

十
二
の
四
、
五
百
四
十
二
の
五
、
五
百
四
十
五
の
一
、
五
百
四
十
五
の
二
、
五
百
四
十
六
の
一
、
五

百
四
十
六
の
二
、
五
百
四
十
八
の
一
、
五
百
四
十
八
の
二
、
五
百
四
十
九
、
五
百
五
十
二
の
一
か
ら



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
六
十
二
号
　
　
令
和
三
年
一
月
二
十
八
日

二
四

令
和
三
年
一
月
二
十
八
日

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
　
員
　
長
　
　
中
　
　
込
　
　
ま
さ
ゑ

　
政
治
資
金
規
正
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
よ
る
届
出
　
政
治
団
体
設
立
届

　
そ
の
他
の
政
治
団
体

　
政
治
資
金
規
正
法
第
七
条
に
よ
る
届
出
　
届
出
事
項
の
異
動
届

　
政
治
資
金
規
正
法
第
十
七
条
第
一
項
に
よ
る
届
出
　
政
治
団
体
解
散
届

名
　
　
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

設
立
年
月
日

届
出
年
月
日

真
芍
会

宮

川

真

有

宮

川

春

美

山
梨
市
小
原
西
六
九

令
和
三
年
一
月
三

日

令
和
三
年
一
月
四

日

区
分

名
　
　
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

異
動
年
月
日

届
出
年
月
日

新

自
由
民
主
党
上
九
一
色
南
支
部

石

川

　

諭

令
和
二
年
十
二

月
三
十
一
日

令
和
三
年
一
月

四
日

旧

伊

藤

正

夫

新

加
藤
の
り
お
後
援
会

早

川

　

孝

令
和
二
年
十
月

十
五
日

令
和
三
年
一
月

十
二
日

旧

浅

川

秀

則

新

日
本
栄
養
士
連
盟
山
梨
県
支
部

小
山
香
奈
子

令
和
二
年
六
月

二
十
七
日

令
和
三
年
一
月

十
四
日

旧

藤

井

匡

明

新

立
憲
民
主
党
山
梨
県
第
2
区
総

支
部

笛
吹
市
石
和
町
四
日
市
場
一
八
一
九

石
和
ニ
ュ
ー
銀
座
街
二

－

六

令
和
三
年
一
月

八
日

令
和
三
年
一
月

十
四
日

旧

甲
府
市
丸
の
内
三

－

九

－

七

名
　
　
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

解
散
年
月
日

届
出
年
月
日

立
憲
主
義
を
推
進
す
る
山
梨
の
会

飯

島

　

修

長
谷
川
一
保

甲
府
市
丸
の
内
三

－

九

－

七

令
和
二
年
十
二
月

二
十
四
日

令
和
二
年
十
二
月

二
十
四
日

奥
山
弘
昌
と
歩
む
昌
山
会

奥

山

弘

昌

丸

山

親

二

山
梨
市
万
力
一
一
四
七

令
和
二
年
十
二
月

三
十
一
日

令
和
三
年
一
月
五

日

山
本
み
ち
る
と
北
杜
の
こ
ど
も
の
未

来
を
想
う
会

山
本
美
智
留

山

本

瑞

人

北
杜
市
白
州
町
白
須
一
〇
〇
二

－

一

白
州
甲
斐
駒
団
地
二
〇
一

令
和
二
年
十
二
月

三
十
一
日

令
和
三
年
一
月
六

日

静
和
会

大

谷

和

正

坂
本
ま
ゆ
み

北
杜
市
須
玉
町
穴
平
二
六
一
四

令
和
二
年
十
二
月

十
八
日

令
和
三
年
一
月
七

日

盛
山
会

高

村

　

茂

坂

本

輝

房

南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
一
五
六

令
和
二
年
十
二
月

三
十
一
日

令
和
三
年
一
月
十

二
日

正
男
勝
手
に
応
援
団

高

村

昌

彦

羽

田

　

浩

南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野
三
二
五
九

令
和
二
年
十
二
月

三
十
一
日

令
和
三
年
一
月
十

三
日

E
N
Z
A
︱
暮
ら
し
と
政
を
つ
な
ぐ

集
い
︱

栗

谷

真

吾

栗

谷

昌

美

北
杜
市
大
泉
町
西
井
出
四
六
〇
六

令
和
二
年
十
二
月

三
十
一
日

令
和
三
年
一
月
十

四
日



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
六
十
二
号
　
　
令
和
三
年
一
月
二
十
八
日

二
五

そ
　
の
　
他

山
梨
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
一
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条
第
一
項
及
び
第
百
七
十
一
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
、
水
産
動
植
物
の
繁
殖
保
護
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

令
和
三
年
一
月
二
十
八
日

　
　
山
梨
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会
　
長
　
　
宮
　
　
崎
　
　
淳
　
　
一

一
　
指
示
の
内
容
　
河
口
湖
と
の
合
流
点
よ
り
上
流
の
奥
川
及
び
寺
川
で
、
ワ
カ
サ
ギ
及
び
そ
の
卵
を

採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
公
的
研
究
機
関
が
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
た
め
及
び
河
口
湖

漁
業
協
同
組
合
が
河
口
湖
の
ワ
カ
サ
ギ
資
源
増
殖
の
た
め
に
採
捕
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二
　
指
示
の
期
間
　
令
和
三
年
二
月
一
日
か
ら
同
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

名
　
　
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

解
散
年
月
日

届
出
年
月
日

立
憲
主
義
を
推
進
す
る
山
梨
の
会

飯

島

　

修

長
谷
川
一
保

甲
府
市
丸
の
内
三

－

九

－

七

令
和
二
年
十
二
月

二
十
四
日

令
和
二
年
十
二
月

二
十
四
日

奥
山
弘
昌
と
歩
む
昌
山
会

奥

山

弘

昌

丸

山

親

二

山
梨
市
万
力
一
一
四
七

令
和
二
年
十
二
月

三
十
一
日

令
和
三
年
一
月
五

日

山
本
み
ち
る
と
北
杜
の
こ
ど
も
の
未

来
を
想
う
会

山
本
美
智
留

山

本

瑞

人

北
杜
市
白
州
町
白
須
一
〇
〇
二

－

一

白
州
甲
斐
駒
団
地
二
〇
一

令
和
二
年
十
二
月

三
十
一
日

令
和
三
年
一
月
六

日

静
和
会

大

谷

和

正

坂
本
ま
ゆ
み

北
杜
市
須
玉
町
穴
平
二
六
一
四

令
和
二
年
十
二
月

十
八
日

令
和
三
年
一
月
七

日

盛
山
会

高

村

　

茂

坂

本

輝

房

南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
一
五
六

令
和
二
年
十
二
月

三
十
一
日

令
和
三
年
一
月
十

二
日

正
男
勝
手
に
応
援
団

高

村

昌

彦

羽

田

　

浩

南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野
三
二
五
九

令
和
二
年
十
二
月

三
十
一
日

令
和
三
年
一
月
十

三
日

E
N
Z
A
︱
暮
ら
し
と
政
を
つ
な
ぐ

集
い
︱

栗

谷

真

吾

栗

谷

昌

美

北
杜
市
大
泉
町
西
井
出
四
六
〇
六

令
和
二
年
十
二
月

三
十
一
日

令
和
三
年
一
月
十

四
日
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